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2027 年３月期第２四半期（中間期）連結業績予想と実績との差異及び 

通期連結業績予想の修正並びに剰余金の配当及び配当予想の修正に関するお知らせ 

 

当社は、2026年５月 15 日に公表いたしました 2027年３月期第２四半期（中間期）連結業績予想と

本日公表の実績との差異が生じましたこと、及び当該実績値を踏まえて 2027 年３月期通期連結業績

予想を修正、並びに剰余金の配当（中間配当）及び期末配当予想を修正いたしましたので、下記のと

おりお知らせいたします。 

 

記 

 

１．連結業績予想の修正 

（１）2027年３月期第２四半期（中間期）連結業績予想と実績との差異 

（2026年４月１日～2026 年９月 30日） 

 売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主 

に帰属する 

中間純利益 

1 株当たり 

中間純利益 

前回発表予想（Ａ） 
百万円 

39,100 

百万円 

1,520 

百万円 

1,670 

百万円 

1,160 

円銭 

90.97 

今回実績（Ｂ） 32,176 987 1,165 846 66.87 

増減額（Ｂ－Ａ） △6,924 △533 △505 △314 △24.10 

増減率（％） △17.7 △35.1 △30.2 △27.1 △26.5 

（ご参考）前期第２四半期実績 

（2026 年３月期第２四半期） 
36,745 1,645 1,813 1,306 102.58 

 

（２）通期連結業績予想数値の修正 

（2026年４月１日～2027 年３月 31日） 

 売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主 

に帰属する 

当期純利益 

1 株当たり 

当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 
百万円 

84,000 

百万円 

4,070 

百万円 

4,380 

百万円 

3,060 

円銭 

239.97 

今回修正予想（Ｂ） 77,000 3,530 3,868 2,730 215.70 

増減額（Ｂ－Ａ） △7,000 △540 △512 △330 △24.27 

増減率（％） △8.3 △13.3 △11.7 △10.8 △10.1 

（ご参考）前期実績 

（2026 年３月期） 
76,360 3,670 4,090 2,844 223.14 

 



 

（３）差異及び修正の理由 

2027年３月期中間連結会計期間におきまして、当社グループの主要ユーザーである自動車関連

企業は、電動化関連の開発・設備投資計画の見直しや実施時期の精査に加え、一部商品の調達期

間の長期化にともなう売上計上時期への影響などにより、計画を下回りました。以上の結果から、

売上高は前回の予想を下回ることとなりました。 

利益面につきましては、新人事制度の導入による人件費の増加に加え、本社ビルの改修工事に

かかる修繕費や荷造運賃の増加などから、前回の予想を下回ることとなりました。 

また、当該実績値及び足元の動向を鑑み、通期連結業績予想につきましても修正いたしました。 

 

２．剰余金の配当（中間配当）及び期末配当予想の修正 

（１）剰余金の配当（中間配当）の内容 

 決定額 
直近の配当予想 

（2026 年 5 月 15 日公表） 

前期実績 

（2026 年３月期） 

基準日 2026 年９月 30 日 2026 年９月 30 日 2025 年９月 30 日 

１株当たり配当金 44 円 00 銭 48 円 00 銭 44 円 00 銭 

配当金の総額 555 百万円 － 561 百万円 

効力発生日 2026 年 12 月１日 － 2025 年 12 月１日 

配当原資 利益剰余金 － 利益剰余金 

 

（２）配当予想の修正の内容 

 
年間配当金 

第２四半期末 期末 合計 

前回発表予想 48 円 00 銭 48 円 00 銭 96 円 00 銭 

今回修正予想  44 円 00 銭 88 円 00 銭 

当期実績 44 円 00 銭   

（ご参考）前期実績 

（2026 年３月期） 
44 円 00 銭 46 円 00 銭 90 円 00 銭 

 

（３）理由 

当社は、株主の皆様に対する利益還元を重要な経営課題と位置づけ、連結配当性向 40％を目処 

として、将来の持続的成長に必要な内部留保の充実を図りながら、配当を行うことを基本方針と 

しております。また、第 11 次中期経営計画期間（2027 年３月期まで）においては、１株当たり

年間配当金の下限値を年間 88円といたします。 

このような基本方針のもと、当期の業績の状況、経営環境等を総合的に勘案した結果、2027年 

３月期の１株当たり第２四半期末配当金を前回予想から４円減配の 44 円に、期末配当金を前回

予想から４円減配の 44円に修正し、年間配当金を 88円とさせていただきます。 

 

（注）上記予想は、当社が現時点で入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績等

は今後の様々な要因により、予想数値と異なる可能性があります。 

 

以 上 


